
● 相談方法 ●

１２月２７日に「小学校における特別支援教育の取り組み」をテーマとして、特別支援研修会を

開催しました。東松園小学校の若狭和子先生より、「学習環境に抵抗がある児童への支援」について

事例発表をしていただきました。助言者に岩手大学名誉教授の加藤義男先生をお招きし、たくさん

の助言をいただきました。研修会の様子を、少しですがお知らせします。

ご相談は、電話（９時～１７時）、または E－Mail にて受け付けております。

ご相談内容をお聞きし、後日改めて相談の日程等についてご連絡いたします。

《盛岡青松支援学校 レインボー支援センター》

TEL ０１９－６６１－５１２５ ・ FAX ０１９－６６１－５１７０

E-Mail shien-soudan@mat-y.iwate-ed.jp

事例発表では、「登校後の行動」や「集団活動への参加」、「授業に集

中すること」が課題であり、学校全体で共通理解を図りながら、「クー

ルダウンの場の設定」や、「視覚的に分かりやすい教材作成や提示の仕

方」、「子どもの実態を分かりやすく把握するシートの活用」など、工夫

している様子を発表していただきました。

グループワークでは 6 人 1 組のグループに分かれ、各自が整理した

「子どもの良いところ」、「気になるところ」、「これからの手立て」をも

とに、具体的な支援方法について話し合いました。

すぐに取り組みたい課題として、以下のことがあげられました。

・集団での活動は難しい → 個に応じた国語・算数・体験的な学習を

行ったり、朝の活動の時間を帯状で確保したりしてみてはどうか。

・集団活動への参加について → 終了の時間や目標を明確にして伝え

る工夫をする必要がある。 など他、多数あげられました。

再度、確認したいこととして、「必要な服薬・支援を早期に明確化す

るための早期の受診・検査の必要性」、「子どもは当然分かっているだ

ろう、という先入観をもたないこと」、「家庭の気持ちを受容しながら、

子どもの理解をしていただくこと」などの助言をいただきました。

グループワークを行うことにより、幼・保育園、小・中学校・高等

学校、特別支援学校の様々な視点から話し合うことができ、充実した

研修会となりました。

研修会にいただいたアンケート結果を生かし、今後も、一層充実した

研修の場にしていきたいと考えています。

多くのご参加をいただき、ありがとうございました。
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研修会で話し合われた支援内容や

関する資料など、ご覧になりたい

方は、下記までご連絡ください。

レインボーだよりへのご意見・ご感想や要望などがありましたら、ご連絡ください。


